
現場紹介

当該箇所は、月日の経過により河床が低くなってきているため、今後洪水が発
生した場合に堤防が危険な状態になることが予想されます。
このため、既設護岸を利用する根継護岸工事を行い、洪水時の強大な流水のエ
ネルギーから堤防を保護し、治水安全を向上させる目的の工事です。

着手前
（下流より望む）

工事名：常願寺川・利田護岸その６工事
受注者：新栄建設株式会社
場 所：富山県中新川郡立山町西芦原地先
工 期：令和 3年 7月21日 ～ 令和 4年 2月28日

進捗率 60.5％（令和3年12月13日時点）

本工事ではICT活用施工、週休2日制に取り組み、現在護岸基礎工の施工が完了したところです。

今後法面部の練石張等を施工した後に根固めブロックを設置して護岸構造物は完了となります。
最終工程は、掘削した土砂を利用して埋戻しを行い着手前の状態に戻します。
残念ではありますが護岸構造物はまったく見えなくなります・・・（河川工事の宿命です）

感染症対策等大変ではありますが、日々安全管理を徹底し、無事故無災害で工事を完成できるように邁進いたします。

令和3年12月10日撮影
(下流より望む）
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